
DISASTER ～災害の裏の真実～

新城高生

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
 

～
災
害
の
裏
の
真
実
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
４
４
３
Ｍ

【
作
者
名
】

　
新
城
高
生

【
あ
ら
す
じ
】

　
曰
く
付
き
の
街
に
配
属
さ
れ
た
若
き
消
防
士
の
話
。

次
か
ら
次
へ
と
襲
い
掛
か
る
災
害
。
そ
の
裏
に
は
、
あ
る
隠
さ
れ
た
真
実
が
…
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第
一
報

－
朱
火
市
 

朱
火
市
消
防
局
中
央
消
防
署
－

あ
け
び

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
朱
火
市
。
こ
こ
は
か
つ
て
緑
豊
か
な
農
業
と
漁
業
の
盛
ん

な
村
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
大
規
模
再
開
発
に
よ
り
、
農
村
は
ビ

ル
街
に
、
漁
港
は
貿
易
港
に
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
綺
麗
な
海
を
埋
め
立
て
、
工

場
や
空
港
が
造
り
、
雄
大
な
山
を
切
り
崩
し
、
住
宅
街
を
造
り
上
げ
た
。

街
は
政
治
家
達
の
利
権
に
溢
れ
、
内
外
を
問
わ
ず
”
ハ
コ
モ
ノ
の
街
”
と
揶
揄

さ
れ
た
。

し
か
し
、
い
ざ
造
る
と
人
や
企
業
が
集
ま
り
、
小
さ
な
村
か
ら
い
き
な
り
政
令

指
定
都
市
へ
と
変
わ
っ
た
。

そ
ん
な
朱
火
市
を
護
る
の
が
、
朱
火
市
消
防
局
で
あ
る
。

四
つ
の
消
防
署
と
一
つ
の
分
署
、
八
つ
の
出
張
所
で
構
成
さ
れ
、
お
よ
そ
１
０

０
０
人
の
消
防
吏
員
を
抱
え
、
ヘ
リ
や
消
防
挺
、
さ
ら
に
は
東
京
消
防
庁
と
同

じ
く
、
消
防
救
助
機
動
部
隊
を
有
し
て
い
る
。

そ
の
四
つ
の
消
防
署
の
内
の
一
つ
。
中
央
消
防
署
に
こ
の
日
新
人
が
入
っ
て
き

た
。

「
本
日
付
で
こ
ち
ら
の
中
央
消
防
署
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
！
足
利
新
一
消
防

士
で
す
！
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
！
」

威
勢
の
良
い
挨
拶
と
共
に
、
彼
は
固
い
敬
礼
を
し
た
。
そ
の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
、

書
類
に
ま
み
れ
た
デ
ス
ク
に
座
る
初
老
の
男
性
が
笑
う
。

「
そ
ん
な
固
く
な
る
な
。
ま
、
私
も
人
の
こ
と
は
言
え
ん
か
っ
た
が
…
そ
れ
よ

り
自
己
紹
介
が
ま
だ
だ
っ
た
な
。
私
が
大
隊
長
で
消
防
司
令
長
の
武
田
信
人
だ
。

よ
ろ
し
く
頼
む
よ
。
」

二
人
は
が
っ
ち
り
と
硬
い
握
手
を
交
わ
し
た
。

「
早
速
だ
が
君
の
配
属
場
所
だ
。
君
の
配
属
は
…
中
央
１
、
ポ
ン
プ
隊
第
一
小

隊
だ
。
」
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「
は
い
！
」

足
利
が
振
り
向
く
と
、
武
田
が
あ
っ
ち
だ
と
部
屋
の
真
ん
中
辺
り
を
指
し
示
し

た
。

「
あ
っ
、
は
い
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

足
利
は
武
田
に
再
度
一
礼
し
、
小
走
り
で
第
一
小
隊
の
デ
ス
ク
に
向
か
っ
た
。

「
あ
…
あ
の
…
本
日
付
で
中
央
消
防
署
第
一
小
隊
に
配
属
に
な
っ
た
足
利
新
一

で
す
！
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
！
」

「
お
っ
！
威
勢
の
良
い
新
人
だ
な
ぁ
。
し
か
も
イ
ケ
メ
ン
じ
ゃ
な
い
か
！
良
か

っ
た
な
細
川
。
」

細
川
と
呼
ば
れ
た
女
性
は
足
利
の
方
を
チ
ラ
ッ
と
見
た
。

「
好
み
じ
ゃ
な
い
…
」

彼
女
は
味
も
素
っ
気
も
な
い
返
事
を
し
て
再
び
書
類
を
書
き
出
し
た
。

「
…
あ
ぁ
っ
と
、
す
ま
な
か
っ
た
な
い
き
な
り
。
そ
れ
よ
り
自
己
紹
介
だ
。
私

が
第
一
小
隊
長
消
防
司
令
補
の
三
好
優
人
だ
。
」

「
俺
が
隊
員
の
消
防
士
長
、
松
永
壮
介
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
ぜ
。
」

二
人
で
握
手
し
た
後
、
視
線
が
細
川
に
集
ま
っ
た
。

「
ん
？
ア
タ
シ
？
ア
タ
シ
は
機
関
員
で
消
防
副
士
長
の
細
川
茜
。
ヨ
ロ
シ
ク
。
」

細
川
は
デ
ス
ク
の
上
の
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
な
が
ら
力
な
く
手
を
振
っ
た
。

「
ま
、
仕
事
は
で
き
る
奴
だ
。
馴
れ
れ
ば
気
に
な
ら
な
く
な
る
。
」

隊
長
に
そ
う
言
わ
し
め
る
彼
女
っ
て
一
体
…
そ
ん
な
下
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
、
突
然
後
ろ
か
ら
肩
を
組
ま
れ
た
。

「
よ
ぉ
！
久
し
ぶ
り
！
」

驚
い
て
振
り
向
く
と
、
見
知
っ
た
顔
が
あ
っ
た
。

「
北
条
先
輩
！
？
…
そ
う
言
え
ば
、
配
属
先
中
央
署
の
救
急
隊
だ
っ
て
言
っ
て

た
よ
う
な
…
」

「
に
し
て
も
お
前
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
助
か
っ
た
ぁ
…
」

足
利
は
会
話
の
中
に
紛
れ
た
気
に
な
る
単
語
を
聞
き
逃
さ
な
か
っ
た
。

「
助
か
っ
た
？
」

「
あ
っ
…
ま
い
っ
か
。
い
や
ぁ
去
年
こ
こ
に
き
た
新
人
が
俺
一
人
で
さ
ぁ
、
雑

用
が
全
て
俺
に
降
り
か
か
っ
て
来
ん
だ
よ
ね
ぇ
…
と
い
う
訳
で
今
年
は
お
前
の
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番
だ
。
」

北
条
は
嫌
な
情
報
だ
け
吹
き
込
む
と
、
軽
い
足
取
り
で
自
分
の
デ
ス
ク
に
帰
っ

て
い
っ
た
。

あ
ま
り
の
こ
と
に
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
と
、
署
内
に
出
火
報
が
鳴
り
響
い
た
。
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第
二
報

”
中
央
区
出
火
報
！
中
央
区
出
火
報
！

朱
火
市
中
央
区
赤
松
町
１
５
３
－
１
龍
ヶ
崎
方
、
住
宅
一
階
よ
り
出
火
！

出
場
隊
、
中
央
１
・
２
、
中
央
救
助
、
中
央
救
急
！
”

い
き
な
り
の
出
場
指
令
に
、
思
わ
ず
立
ち
竦
む
足
利
を
三
好
が
突
き
飛
ば
す
。

「
お
い
、
ボ
サ
ッ
と
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ぞ
新
人
！
！
」

「
は
い
！
！
」

足
利
は
慌
て
て
先
輩
達
の
後
を
追
っ
た
。

階
段
を
駆
け
降
り
防
火
衣
を
ひ
っ
た
く
り
、
素
早
く
着
こ
ん
で
ポ
ン
プ
車
に
飛

び
乗
る
。

「
全
員
乗
っ
た
わ
ね
！
！
行
く
わ
よ
！
！
」

細
川
は
一
瞥
し
て
確
認
す
る
と
、
け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
ア
ク

セ
ル
を
目
一
杯
踏
み
込
ん
だ
。

”
赤
松
１
よ
り
各
隊
、
現
況
を
送
る
。

不
明
者
２
名
あ
り
と
の
情
報
。
内
、
要
救
助
者
１
名
の
確
認
が
直
ぐ
に
行
わ
れ

た
為
、
現
在
救
助
中
。
以
上
。
”

”
全
員
助
け
と
い
て
く
れ
る
と
楽
な
ん
だ
が
な
…
”

無
線
の
向
こ
う
で
レ
ス
キ
ュ
ー
の
隊
員
が
ぼ
や
い
た
。

「
ま
ぁ
、
無
理
だ
ろ
う
け
ど
な
…
」

三
好
は
頭
の
後
ろ
で
手
を
組
な
が
ら
、
車
の
窓
の
外
を
眺
め
て
言
っ
た
。

窓
の
外
に
は
ど
す
黒
い
煙
が
天
高
く
伸
び
て
い
る
。

「
す
げ
ぇ
…
」

「
た
だ
の
家
で
何
で
あ
ん
な
燃
え
る
？
延
焼
は
し
て
な
い
ん
だ
ろ
？
」

揉
め
る
男
達
に
細
川
が
口
を
挟
ん
だ
。

「
知
ら
な
い
の
？
龍
ヶ
崎
っ
て
言
っ
た
ら
あ
の
龍
ヶ
崎
商
事
の
会
長
よ
！
自
宅

の
敷
地
面
積
は
う
ち
の
本
部
よ
り
広
い
ら
し
い
わ
。
」

「
す
ご
い
で
す
ね
、
細
川
さ
ん
…
」

「
ま
ぁ
ね
。
」
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細
川
は
鼻
を
高
く
し
な
が
ら
も
丁
寧
に
ハ
ン
ド
ル
を
き
る
。

「
着
い
た
ぞ
！
」

車
が
止
ま
る
と
同
時
に
全
員
が
飛
び
降
り
る
。

現
場
で
は
、
す
で
に
直
近
の
赤
松
出
張
所
の
ポ
ン
プ
隊
が
到
着
し
、
消
火
活
動

を
行
っ
て
い
た
。

「
う
わ
ぁ
…
本
当
に
で
け
ぇ
家
だ
な
…
」

堂
々
た
る
土
壁
に
瓦
の
塀
と
、
古
め
か
し
い
門
、
そ
の
向
こ
う
に
は
荘
厳
な
日

本
庭
園
が
広
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
奥
で
二
階
建
て
の
木
造
の
古
民
家
が
勢
い
よ

く
燃
え
盛
る
炎
に
包
ま
れ
て
い
た
。

「
お
い
！
早
く
来
い
！
！
い
い
か
、
足
利
は
吸
管
結
合
、
細
川
は
放
水
準
備
、

松
永
は
筒
先
展
開
！
ほ
ら
モ
タ
モ
タ
す
ん
な
よ
！
！
」

足
利
は
先
輩
達
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
、
素
早
く
吸
水
ホ
ー
ス
を
抱
え
て

消
火
栓
に
走
っ
た
。
器
具
を
使
い
蓋
を
開
け
て
、
中
の
パ
イ
プ
に
ホ
ー
ス
を
繋

ぐ
。

「
吸
管
結
合
よ
し
！
」

「
よ
し
！
全
隊
集
合
！
！
」

指
揮
車
の
前
で
武
田
が
叫
ん
だ
。
そ
れ
を
聞
き
全
員
が
整
列
す
る
。

「
要
救
助
者
一
名
を
先
程
赤
松
１
が
救
助
し
た
！
し
か
し
尚
も
家
主
龍
ヶ
崎
憲

治
が
行
方
不
明
！
恐
ら
く
ま
だ
屋
内
に
い
る
と
思
わ
れ
る
！
！

そ
こ
で
、
こ
れ
以
上
火
勢
が
強
く
な
ら
な
い
う
ち
に
内
部
に
進
入
、
人
命
検
索

を
行
う
！
！

進
入
隊
は
中
央
救
助
、
中
央
１
！
中
央
２
は
外
部
注
水
！
！
」

「
よ
し
！
進
入
準
備
始
め
！
面
体
装
着
！
筒
先
を
持
て
！
！
」

三
好
の
か
け
声
に
合
わ
せ
、
ボ
ン
ベ
を
背
負
い
呼
吸
器
を
顔
に
着
け
、
ホ
ー
ス

を
持
っ
て
再
度
集
合
し
た
。

「
進
入
準
備
よ
し
！
！
」

「
細
川
送
水
始
め
！
！
」

「
送
水
始
め
ま
す
！
！
」

細
川
が
ポ
ン
プ
車
の
レ
バ
ー
を
引
く
と
、
勢
い
良
く
大
量
の
水
が
送
ら
れ
、
ホ

ー
ス
の
先
か
ら
飛
び
出
し
た
。
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そ
の
あ
ま
り
の
強
さ
に
、
足
利
は
思
わ
ず
よ
ろ
め
く
。

「
お
い
！
こ
の
く
ら
い
で
フ
ラ
フ
ラ
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ぞ
！
！
」

「
は
い
！
！
」

足
利
は
固
く
脇
を
締
め
、
強
く
ホ
ー
ス
を
握
り
、
目
一
杯
足
に
力
を
入
れ
て
踏

ん
張
っ
た
。

「
家
屋
内
進
入
、
及
び
人
命
検
索
開
始
！
！
」

「
よ
し
！
！
」

こ
う
し
て
、
重
厚
な
る
装
備
を
調
え
た
男
達
の
、
熱
く
、
長
い
闘
い
が
始
ま
っ

た
。
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第
二
報
（
後
書
き
）

御
意
見
・
御
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

漂
流
自
衛
隊
、
街
の
ク
マ
さ
ん
、
活
動
報
告
内
の
街
の
ク
マ
さ
ん
公
式
外
伝
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

DISASTER ～災害の裏の真実～

2010年10月11日00時57分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n5443m/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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